
平成２６年８月７日現在

参考資料２　千葉県袖ケ浦福祉センター養育園及び更生園並びにアドバンスながうらの概要並びに虐待又はその疑義の状況について

施設名
入所者

（H26.6.1現在）

職員数
26.6.1現

在

虐待又はその疑義の状況　＜●：（暴行（身体的虐待））、◆：その他の虐待 、△：疑義＞

今般の一連の立入検査関係 その他事故報告書関係　（※数字は年度。Hは平成）

２寮 13名
行動障害、自閉的傾向を有す
る男子児童

13名

●５名（Ａ～Ｅ）（H23～25）殴る、蹴る等
●１名（Ｇ）（Ｈ23）強引に外に引きずり出す
△３名（Ｆ、Ｈ、Ｉ）（H23）首を絞める、殴る、蹴る等

●１名（Ｋ）（H19）引っ掻き
△１名（Ｆ）（H23）火傷

養
育
園

１寮 20名
重度で病虚弱・厚介護を要す
る男子児童

14名
●1名（Ｇ）（H25）蹴る
△1名（Ｅ）（H24）げんこつ

３寮 16名
支援の困難な重度児童・
ADHD・触法行為等を有する
女子児童

15名

※表記のアルファベット記号は身体的虐待(暴行）に付している。

計 71名 57名
※このほか、事務員(2)、支援員(1)、看護師(1)、栄養士(1)、用務員(1)の　計6名を加えると、合計63名となる。
（育休・産後休暇は除く。）

５寮
（さくら荘）

8名
中軽度児童で、将来地域生活
移行を希望する男子児童

7名

４寮 14名
支援の困難な重度児童・
ADHD・触法行為等を有する
男子児童

8名 ●１名（Ｎ）（H17）胸を突く、蹴る、突き倒す

女子児童



施設名
入所者

（H26.6.1現在）

職員数
26.6.1現

在

虐待又はその疑義の状況　＜●：（暴行（身体的虐待））、◆：その他の虐待 、△：疑義＞

今般の一連の立入検査関係 その他事故報告書関係　（※数字は年度。Hは平成）

（さつき
寮）

◆1名（H21）　こぶしを顔に突き出し威嚇 ◆1名（H22）威圧的言動
(ひまわり荘)

11名 行動障害を有する男性
●1名（Ｍ）（H21）エビ固め
●1名（Ｎ）（H23）床に横にし足を椅子の上で抑える

◆２名（H18）入浴支援時の性的嫌がらせ
●1名（Ｍ）（H18）蹴る

４班
（わか

２班
10名

（竹寮）

３班

（楓寮）

第
２
支
援
グ
ル
ー
プ

１班
3名 主に強度行動障害を有する男性

66名
３班

17名
　主に強度行動障害を有する女
性

△１名（Ｊ）（Ｈ20、22）ビンタ、首に肘打ち(そよか
ぜ荘)

9名 主に強度行動障害を有する男性
△1名（Ｊ）（H24）体当たり
●1名（Ｊ）（H25）引っ掻き

２班

更
生
園

第
１
支
援
グ
ル
ー
プ

１班
13名 　介護度が高く、病虚弱等

　特別な健康管理を必要とす
る
　男性（１班）、女性(２班）

13名
高齢、精神疾患、身体機能低
下の著しい等の男性

●1名（Ｌ）（H19）モップによる暴行
（松寮）

４班
12名 主にこだわりのある自閉症等の男性

60名

（桧寮）

虐待(暴行）確認者等数
（平成２６年８月７日現在）

※　平成１６年度から平成２５年度までの過去１０年間

虐待(暴行）確認者数：１１人（Ａ～Ｅ、Ｇ、Ｊ～Ｎ）[被虐待(暴行）者数１７人]
　性的虐待確認者数：２人[被虐待者数２人]
　心理的虐待確認者数：３人[被虐待者数４人]
　性的、心理的虐待を含め虐待確認者数　計１５人（延16人）
　虐待疑義者数：３人（Ｆ、Ｈ、Ｉ）

計 88名 126名 ※（育休・産後休暇は除く。）

ア
ド
バ
ン
ス

な
が
う
ら

浜風寮 20名
障害が比較的重度で、日中は
生活介護の支援を受けている
男性

51名

◆1名（Ｇ）（Ｈ25）暴言
△1名（Ｉ）（H25）腹を殴る

汐風寮 31名
障害が比較的軽度で、日中は
主に就労移行支援を受けてい
る男性

若潮寮 11名
障害の程度に応じ、日中は生
活介護や就労移行支援を受
けている女性

11名 行動障害を有する男性
●1名（Ｎ）（H23）床に横にし足を椅子の上で抑える ●1名（Ｍ）（H18）蹴る（わか

ば寮）


